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議
会
だ
よ
り
の
第

１
５
０
号
の
発
刊
に
あ
た

り
、
標
津
町
議
会
を
代
表

し
て
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上

げ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
昭
和

四
十
三
年
五
月
に
創
刊
以

来
、
年
４
回
開
催
さ
れ
る

町
議
会
定
例
会
、臨
時
会
、

常
任
委
員
会
等
の
情
報
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
、
こ
の
た
び
第
１
５
０

号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
町
議
会
に
対
す
る
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
、
町
民
の
皆
様
へ
の
情

報
発
信
と
開
か
れ
た
議
会

　

し
べ
つ
議
会
だ
よ
り

一
五
○
号
と
な
る
記
念
号

の
発
刊
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
編
集
、
発

刊
に
当
ら
れ
た
皆
様
の
熱

意
と
ご
尽
力
に
対
し
ま
し

て
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
使
命

は
、
町
民
と
議
会
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
そ

の
活
動
状
況
や
議
会
と
し

て
決
定
し
た
こ
と
を
広
く

町
民
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
、

町
民
の
皆
様
が
求
め
る
情

報
を
的
確
に
掲
載
す
る
こ

と
は
、
非
常
に
ご
苦
労
さ

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
１
５
０

号
発
行
記
念
特
集
号
を
契

機
と
し
て
、
町
議
会
だ
よ

り
の
長
い
歴
史
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
紙
面
の
充
実
に

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
開
か

れ
た
、
わ
か
り
や
す
く
親

し
ま
れ
る
議
会
と
な
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
る
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
議
会
、
町
、
そ
し
て

町
民
の
皆
様
が
正
確
な
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
だ
よ
り

の
発
刊
を
通
じ
て
、
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
、
い
っ
そ
う
ご
活
躍
、

ご
奮
闘
さ
れ
ま
す
と
と
も

に
、
標
津
町
議
会
の
更
な

る
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

標
津
町
議
会
議
長
　
田
中
　
孝
幸

標
津
町
長
　
金
澤
　
　
瑛

〜発刊150号 に寄せて〜
〜議長〜 〜町長〜
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議
会
だ
よ
り
の
記
念
す

べ
き
百
五
十
号
の
発
行
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
も
、
委
員
と
し
て
、

二
十
三
号
か
ら
六
十
号
の

発
行
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

先
輩
や
専
門
講
師
の
指

導
を
受
け
、
他
の
町
の
紙

面
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
よ
り
良
い
紙

面
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
納
得
し
た

紙
面
に
は
な
ら
ず
、
編
集

の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
も

の
で
す
。

　

委
員
の
ご
努
力
で
、
親

し
ま
れ
る
紙
面
編
集
が
な

さ
れ
、
さ
ら
に
号
数
を
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会
委
員
長

（
Ｈ
２・３・22
〜
Ｈ
３・４・30
）

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会
委
員
長

（
Ｈ
３・５・１
〜
Ｈ
７・４・30
）

議
会
だ
よ
り

広
報
特
別
委
員
会
委
員
長

（
Ｈ
11・５・７
〜
Ｈ
15・４・30
）

議
会
だ
よ
り

広
報
特
別
委
員
会
委
員
長

（
Ｈ
15・５・８
〜
Ｈ
23・４・30
）

　

議
会
だ
よ
り
発
刊

百
五
十
号
の
節
目
に
原
稿

の
依
頼
が
あ
り
筆
紙
と
し

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
思
い

出
に
ひ
た
り
な
が
ら
、
特

に
今
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

先
輩
か
ら
の
指
導
、
短
い

出
合
い
の
中
で
多
く
の
町

民
か
ら
含
蓄
あ
る
提
言
が

耳
目
に
う
か
ん
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
も
同
志
の
協
力
に

よ
っ
て
、
連
結
で
き
た
事

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
共
の
時
世
も
か
ず
か

ず
の
事
象
も
あ
り
ま
し
た

が
『
日
進
月
歩
』
と
云
う

明
る
さ
、希
望
も
あ
っ
た
。

今
は
『
多
事
多
難
』
の
時

世
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
皆
様
に
は
、
大

変
な
時
世
、健
闘
を
祈
る
。

　

議
会
の
議
席
を
拝
命
し

て
か
ら
議
会
だ
よ
り
と

十
六
年
の
長
き
に
渡
り
関

っ
て
き
ま
し
た
。
全
編
集

委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
分
担

し
て
校
正
に
集
中
し
て
編

集
発
刊
さ
れ
た
紙
面
が
毎

回
自
慢
の
出
来
映
え
と
思

い
つ
つ
も
町
民
も
皆
様
方

の
目
に
は
ど
の
様
に
映
っ

て
い
た
の
か
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。
或
先
輩
議
員
か

ら
一
般
質
問
の
主
旨
と
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
若
干
違
う
と

ク
レ
ー
ム
が
付
き
細
心
の

注
意
を
し
て
編
集
に
あ
た

っ
た
記
憶
を
思
い
出
し

た
。

　

百
五
十
号
の
発
刊
に
寄

せ
て
議
会
誌
が
二
百
号
・

三
百
号
と
発
展
し
続
く
事

を
願
い
つ
つ
。

１
５
０
号
記
念
発
行
御

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
担
当
し
た
の
は

７
７
号
か
ら
１
３
８
号
と

市
町
村
合
併
臨
時
号
で

す
。

　

議
会
活
動
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
伝
え
る
た
め
、
会
議

の
録
音
テ
ー
プ
を
自
宅
に

持
ち
帰
っ
て
何
度
も
聞
き

直
し
て
原
稿
に
し
た
日
々

を
想
い
起
こ
し
ま
す
。

　

担
当
し
た
当
初
、
個
人

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
質
疑
の
内
容
を
希
望
す

る
町
民
が
多
く
、
重
点
的

に
記
事
に
し
ま
し
た
。

　

質
疑
が
多
い
時
は
記
事

も
多
く
、
少
な
い
時
は
苦

慮
し
た
も
の
で
す
。

　

議
会
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

荒谷　良治氏

太田　忍氏

大圃　博元氏

吉田　浩一氏

〜発刊150号 に寄せて〜
〜歴代委員長が綴る思い出〜

しべつ

議会だより
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第１号から第150号までの歩み
しべつ議会だより

※�46年の歳月にお
いて、破れ消失
しています。
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※
四
州
夢
生

笹
谷　

進（
す
す
む
）氏
の
す・

す・

む・

を
捩も

じ

り
四す

州す

夢む

と
当
て
字
に
し
た
ペ
ン
ネ
ー

ム
と
思
わ
れ
る
。「
生
」は
自
分
の
謙
称
。

(

謙け
ん

遜そ
ん

し
た
言
い
方)
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〈第50号表紙〉
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議
会
だ
よ
り
百
号
記
念

を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
平
成
２
年
か
ら
８

年
間
、
議
会
だ
よ
り
委
員

会
に
入
り
、
年
４
回
発
行

の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
時
を
思

議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ

れ
て
か
ら
百
号
と
の
こ

と
。

　

歴
代
の
編
集
委
員
の

方
々
に
、
感
謝
と
敬
意
を

い
起
こ
せ
ば
、
諸
先
輩
に

種
々
と
助
言
を
受
け
な
が

ら
原
稿
を
作
り
上
げ
て
見

て
も
ら
う
と
、「
ま
だ
！

ま
だ
！
」と
言
わ
れ
た
り
、

札
幌
で
の
「
全
道
町
村

議
会
だ
よ
り
批
評
会
」
に

参
加
し
、
文
章
・
写
真
の

配
置
等
厳
し
い
評
価
を
頂

き
、
頭
を
下
げ
る
思
い
で

帰
宅
し
た
記
憶
が
蘇
り
ま

す
。

　

発
行
百
号
を
機
に
、
改

め
て
現
委
員
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
と
敬
意

を
表
し
、
議
会
だ

よ
り
の
意
義
を
見

詰
め
つ
つ
、
標
津

町
議
会
の
情
報
開

示
と
百
号
の
歴
史

を
認
識
し
、
議
会

を
通
じ
各
委
員
と

の
連
携
・
協
調
の

歩
み
を
振
り
返
る

こ
と
も
重
要
な
使

命
だ
と
考
え
ま

す
。

　

二
百
号
に
向
か

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
茶
の
間

で
議
会
の
有
様
を
、
お
知

ら
せ
す
る
広
報
誌
で
、
ご

愛
読
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
昭
和
４６
年
４
月
に
議
席

を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
数

多
く
の
質
問
を
町
民
の
皆

様
と
共
に
、
議
論
を
し
、

議
会
の
一
般
質
問
で
町
長

部
局
に
ご
提
案
し
、
そ
の

実
現
方
を
議
会
だ
よ
り
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
間
に
多
く
の
同
僚

議
員
が
他
界
さ
れ
、
寂
し

く
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
標
津
町
の

一
次
産
業
の
漁
業
・
酪
農

は
、
す
ば
ら
し
い
発
展
を

見
て
お
り
、
鮭
の
水
揚
高

も
連
続
日
本
一
も
目
前
で

し
ょ
う
。
酪
農
に
つ
い
て

は
、
狂
牛
病
の
難
題
が
あ

り
、
そ
の
課
題
を
町
民
あ

げ
て
解
決
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

片岡議員

矢部議員

っ
て
、
町
民
に
よ
り
親
し

ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
発

行
し
ま
し
ょ
う
。

〈第100号表紙〉
第100号記念「議会だよりに寄せる議員の素顔」
より抜粋し掲載しております。
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表
紙
の
変
遷
史〈第106号〉

平成15年８月１日発行
表題を水平にし、背景
の色を濃いピンクに

〈第117号〉
平成18年２月１日発行
背景の色を橙色に…

〈第121号〉
平成19年２月１日発行
〜表題のデザイン変更〜
『しべつ』を小さくし、
『議会だより』を強調

〈第120号〉
平成18年11月１日発行
〜表題の字体変更〜
『しべつ』を強調

〈第28号〉
昭和57年４月15日発行
〜表題の字体と背景変更〜
「北方領土」国後島の写
真に「町花」ハマナスの
イラスト

〈第81号〉
平成８年８月１日発行
表題の字体を変更し、
更に、青・黒の二色刷り
に…

〈第100号〉
平成13年12月１日発行
表紙のみフル・カラー
印刷

〈第77号〉
平成７年８月１日発行
表題の背景を、『サー
モン科学館』に変更

〈第91号〉
平成11年９月１日発行
表題の字体を変更し、更
に、右15度上がりの傾
斜を付け、右下に鮭のイ
ラストを配置。この年、
標津町開基120年標津
町民祭り『水キラリ』始
まる！

〈第22号〉昭和54年４月10日発行
笹谷氏、議員勇退。最後の『編集後記』（抜粋）

笹谷　進氏

「国後島と波をデザインした背
景」この背景と表題のパターン
は創刊号から第27号迄継続

笹
谷
進
編
集
発
行
人
が
病
で
議
員
を
辞
し
、
菊
池
十
一
編
集
発
行
人
が
第
10
号
（
昭
和
46
年
10
月
10
日
）

を
発
行
後
、
笹
谷
氏
が
復
帰
す
る
迄
の
４
年
間
と
、
笹
谷
氏
が
勇
退
し
、
５
人
の
編
集
委
員
体
制
と
な
り
、

第
23
号
（
昭
和
55
年
５
月
20
日
）
を
発
行
す
る
迄
の
１
年
間
、
合
計
５
年
間
休
刊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●�このパターンは、第
145号（平成25年２月
１日発行）迄、継続
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本号より、表題を２段組
とし、背景も変え、全頁フ
ル・カラー印刷により見
やすさアップ！

第147号より、基本
５段組とし、活字を
大きくし、読み易さアップ！

表題の　　　　を大きくし、横組みにしました。

夏

冬

秋

春

『広報しべつ』の色合いに合わせ、季節感アップ！
〈第148号〉平成25年11月１日発行

〈第146号〉平成25年５月１日発行

〈第147号〉平成25年８月１日発行

〈第150号〉平成26年５月１日発行 〈第149号〉平成26年２月１日発行

しべつ

標津町の未来を担うピカピカの一年生
～４月７日 標津小学校入学式より～

上級生に手を引かれ、緊張気味の君と余裕の僕

150号記念特集………………………２～９

行政報告……………………………………10

町政のそこが聞きたい(一般質問)…12～16

予算審査特別委員会……………… 17～18

各種会議の出欠状況………………………19

発行／北海道標津町議会

編集／広報特別委員会

しべつ ３月定例会

第150号
平成26年５月１日

標津小学校　29名
川北小学校　 ８名｛今年の新入生

発刊150
号

特集号

議会だより
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農
業
関
係
で
被
害
が
発
生

２月16日から19日の

暴風雪に伴う除雪対応と被害状況
金澤瑛町長の行政報告

　

２
月
1６
日
に
発
達
し
た

低
気
圧
が
北
海
道
に
接
近

し
、
17
日
か
ら
19
日
に
か

け
て
千
島
近
海
に
停
滞
し

た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
で

は
18
日
に
２
月
と
し
て
は

観
測
史
上
１
位
と
な
る
最

大
瞬
間
風
速
25
ⅿ
を
記
録

す
る
な
ど
、
過
去
に
例
を

見
な
い
長
時
間
に
及
ぶ
暴

風
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

こ
の
暴
風
雪
に
よ
り
、

町
内
の
道
道
と
国
道
は
1６

日
午
後
か
ら
随
時
通
行
止

め
と
な
っ
た
が
、
道
道
開

陽
川
北
線
で
は
21
日
午
後

に
全
面
開
通
す
る
ま
で
実

に
６
日
間
に
わ
た
る
通
行

止
め
と
な
る
な
ど
、
町
道

を
含
め
町
内
の
全
域
に
わ

た
り
道
路
の
通
行
不
可
能

な
状
況
が
長
引
い
た
こ
と

か
ら
、
酪
農
家
へ
の
生
乳

集
荷
作
業
な
ど
に
大
き
な

影
響
が
生
じ
た
。

　

町
道
に
お
け
る
除
雪
に

つ
い
て
は
委
託
業
者
６

社
と
町
直
営
に
よ
り
1６
日

の
日
曜
日
か
ら
連
日
実
施

し
、
特
に
暴
風
雪
が
治
ま

っ
た
19
日
か
ら
は
夜
間
に

及
ぶ
除
雪
を
し
た
が
、
20

日
の
全
面
開
通
ま
で
に
５

日
間
を
要
し
た
。
こ
の
５

日
間
に
要
し
た
委
託
業
者

６
社
の
除
雪
機
械
延
べ
稼

働
時
間
は
７
１
０
時
間
に

上
り
、
１
月
全
体
の
稼
働

時
間
を
55
時
間
上
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
２
月
20
日
時

点
の
除
雪
経
費
は
予
算

額
６
千
６0
万
円
に
対
し
、

80
・
１
％
の
執
行
と
な
る

４
千
８
百
5６
万
円
の
支
出

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
除
雪
に
伴
う

予
算
に
不
足
が
生
じ
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
２
月
2４
日

開
催
の
議
会
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
３
月
に
お

け
る
過
去
の
除
雪
実
績
を

勘
案
し
、
２
千
５
百
万
円

の
増
額
補
正
案
を
本
定
例

会
に
提
出
す
る
旨
、
担
当

課
長
か
ら
報
告
を
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
農
業
関
係
の
被

害
状
況
で
あ
る
が
、
ミ
ル

ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
生
乳

の
集
荷
作
業
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
生

乳
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
31

の
農
場
で
31
ト
ン
、
家
畜

被
害
で
は
屋
外
で
飼
育
し

て
い
た
家
畜
の
死
亡
が
６

頭(

肉
牛
５
頭
・
馬
１
頭

)

、
育
成
舎
で
の
乳
牛
の

圧
死
が
３
頭
、
そ
の
他
Ｄ

型
ハ
ウ
ス
の
一
部
崩
落
が

１
件
、
牛
舎
の
屋
根
、
壁

の
ト
タ
ン
の
一
部
剥
離
、

扉
の
一
部
損
壊
が
17
件
な

ど
、
合
わ
せ
て
お
よ
そ
20

件
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

尚
、
漁
業
、
水
産
加
工

業
関
係
に
お
け
る
被
害
は

な
か
っ
た
。

大雪で除雪費2500万円の補正増
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一般会計補正予算
主なもの（執行残や燃料の高騰によるものは除く） （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

公共施設協働営繕基金（リ
フレッシュ）積立金 100,000 政策積立

介護特別会計（事業勘定）
繰出金 5,646

介護給付費の増、負担金不
足分立替などの繰出金増額
調整

子ども・子育て基金積立金 300,000 標津子ども園建設基金積立

病院会計繰出金 44,869
入院収益・その他医業収益・医療
連携・情報ネットなど、建設改良
費増による増額調整

酪肉経営振興対策基金積
立金 50,000 政策積立

水産振興基金積立金 51,000 政策積立50,000指定寄附　1,000

除雪及び排雪経費 25,000 除雪業務委託料などの不足による増額

川北小学校トイレ改修事
業 16,221

川北小学校のトイレ大規模
改修、実質平成26年度工
事

小学校ICT設備整備事業 1,597
情報活用教育機器として実
物投影機12台、大型テレ
ビ４台の導入

中学校ICT設備整備事業 596 実物投影機６台大型テレビ１台

条
例
改
正
・
制
定

同
意
案
件

意見書
○�

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者

　
文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
長

石
橋
　
昌
幸

○�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易
交

渉
に
係
る
意
見
書

提
出
者

　
議
会
運
営
委
員
長

藤
巻
　
国
治

○�

特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者大

垣
　
　
勇 

議
員

○�

地
方
自
治
体
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
待
遇
改
善
と
雇
用

安
定
の
た
め
の
法
改
正
に
関

す
る
意
見
書

提
出
者大

垣
　
　
勇 

議
員 　

職
員
の
再
任
用
に
伴
う
「
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」や「
標

津
町
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
条
例
」
な

ど
12
件
の
条
例
改
正
・
制
定
を
原
案
ど

お
り
に
可
決
し
ま
し
た
。

〈
任
期
〉

平
成
26
年
４
月
１
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日

〈
任
期
〉

平
成
26
年
６
月
１
日
～

平
成
29
年
５
月
31
日

根
室
町
村
等
公
平

委
員
会
委
員

羅
臼
町寺澤

　
哲
也

固
定
資
産
評
価
委

員
会
委
員

北
６
条
西
２
丁
目

西
山
美
紀
子



しべつ議会だより　12

平成26年第１回定例会（３月６〜 13日）で４議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
小　川　悠　治　議員	 13ページ
　●  民間福祉施設間ならび病院との効率的連携のため「ひまわり」の役割は重大
　　　　①民間施設と病院の連携
　　　　②連携のための調整役機関を
　　　　③「ひまわり」中長期的視野での人材登用・組織強化
　●  シルバー勤労会について

石　橋　昌　幸　議員	 14ページ
　●  ふるさと納税の積極的な取り組みと活用について
　●  標津町での道の駅の必要性について
　●  忘れた頃にやってくる災害対策の再確認

木　下　　　孝　議員	 15ページ
　●  人口減少対策について
　　　　①定住人口対策（産業後継者の婚活支援）
　　　　②交流人口対策（観光交流拠点施設）

吉　田　　　智　議員	 16ページ
　●  「人口減少時代に挑戦する政策パッケージ」の成果は“未来航路の羅針盤”
　　　～《川北市街地区》遊休町有地の分譲を～

一　般　質　問

お
詫
び

　

本
誌
１
４
９
号
、
12
頁

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

　
　
　
　
　

の
記
事
の
左

記
朱
筆
の
箇
所
が
誤
植
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

委
員
長
報
告

｛一
字
削
除の 収

納
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合
、
介
護
基
盤
は
地
域
密

着
型
を
進
め
る
と
の
結
論

に
至
っ
た
。

・
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住

宅
31
床
、
小
規
模
居
宅
介

護
施
設
９
床
、
計
４0
床
を

新
設
す
る
。

・
既
存
施
設
に
つ
い
て
は

現
状
維
持
と
す
る
。
介
護

対
策
は
ゴ
ー
ル
な
き
取
り

組
み
と
捉
え
て
い
る
。

問
介
護
認
定
者
２
３
２

人
の
半
数
が
自
宅
介
護
者

で
あ
る
。

　

「
は
ま
な
す
苑
」
の
一

部
増
床
だ
け
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
。
今
回
、
サ
ー

ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
や
自

宅
と
施
設
を
併
行
利
用
す

る
小
規
模
多
機
能
型
介
護

施
設
の
新
設
が
発
表
さ
れ

た
。
大
幅
な
待
機
者
解
消

と
評
価
で
き
る
が
、
高
齢

者
福
祉
の
方
向
転
換
か
。

答
当
初
、
特
養
の
20
床

増
を
考
え
て
き
た
。
し
か

し
、
将
来
を
見
通
し
た
場

病
院
お
よ
び
各
施
設
間
の

調
整
機
関
が
必
要

問
「
は
ま
な
す
苑
」
も

含
め
て
町
の
福
祉
施
設
は

す
べ
て
民
間
施
設
で
あ

る
。
地
方
の
福
祉
施
設
経

営
は
非
常
に
厳
し
く
、
町

の
支
援
無
く
し
て
は
成
り

立
た
な
い
。
ま
た
、
経
営

は
ベ
ッ
ド
稼
働
率
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
、
高
い
ベ
ッ

小川　悠治 議員

要
介
護
の
自
宅
待
機
者
解
消
は

特
養
増
床
だ
け
で
は
無
理

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
と
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を
新
設
す
る

施
設
の
効
率
的
運
営
に
は

病
院
と
の
密
接
な
連
携
が
不
可
欠

病
院
と
施
設
の
信
頼
関
係
が

醸
成
さ
れ
て
き
た

シ
ル
バ
ー
勤
労
会
、地
域
で
評
価

弾
力
的
運
用
を

年
齢
要
件
を
６５
歳
→
６３
歳
に

ド
稼
働
率
の
確
保

は
待
機
者
の
減

少
・
経
営
の
安

定
・
町
お
よ
び
町

民
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
。
病
院

お
よ
び
施
設
間
の

連
携
が
重
要
で
あ

り
、
調
整
機
能
と

し
て
の
「
ひ
ま
わ

り
」
の
役
割
は
重

大
で
あ
る
。

調
整
機
関
４
月
に
立
ち
上
げ

答

高
齢
者
福
祉
に
お

け
る
施
設
と
病
院
の
役
割

は
密
接
不
可
分
と
言
え

る
。検
討
会
議
も
病
院
長

問

シ
ル
バ
ー
勤
労
会

は
、
花
壇
整
備
な
ど
美
化

推
進
活
動
に
大
き
く
貢
献

し
、
町
民
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
会

員
の
高
齢
化
と
減
少
傾
向

に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動

に
不
安
要
素
が
出
て
い
る

た
め
、
加
入
条
件
の
弾
力

が
ト
ッ
プ
と
し
て
進
め
て

く
れ
た
。病
院
と
各
福
祉

施
設
の
信
頼
関
係
も
醸

成
さ
れ
て
き
て
い
る
。グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、高
齢
者

ア
パ
ー
ト
、訪
問
介
護
事

業
の
当
町
参
入
は
あ
り
が

た
い
。こ
れ
ら
事
業
所
と

ど
う
共
存
共
栄
し
て
い
く

か
、４
月
に
調
整
機
関「
町

高
齢
者
福
祉
施
設
等
連
絡

会
議
」を
立
ち
上
げ
る
。

的
運
用
を
願
い
た
い
。

答
平
均
年
齢
が
72
歳
と

高
齢
化
し
、
作
業
効
率
、

安
全
性
、
年
間
計
画
に
影

響
が
で
て
き
た
。
当
面
の

措
置
と
し
て
、
年
齢
要
件

だ
け
６5
歳
→
６3
歳
に
引
き

下
げ
た
い
。

 用語解説
☆サービス付き高齢者住宅（略してサ高住）
　介護・医療と連携した高齢者住宅
☆小規模多機能型居宅介護施設
　在宅介護と施設宿泊・通所介護を組み合
わせたもの。定額、低料金。
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問
寄
付
す
る
こ
と
で
節

税
で
き
、
そ
の
自
治
体
の

街
づ
く
り
に
参
加
で
き
、

公
益
に
つ
な
が
る
活
動
を

支
援
し
、
そ
の
町
の
情
報

な
ど
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出

来
る
、
そ
れ
が
ふ
る
さ
と

納
税
。
今
、
そ
の
町
の
特

産
品
な
ど
の
特
典
を
設
け

る
な
ど
道
内
の
市
町
村
で

関
心
が
高
ま
り
急
増
し
て

い
る
。
町
づ
く
り
と
な
る

新
た
な
収
入
が
公
園
の
整

備
、
子
供
の
教
育
、
後
継

者
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
な
ど
を
考 石橋　昌幸 議員

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的
な

取
り
組
み
と
活
用
に
つ
い
て

町
を
応
援
す
る
気
持
を

大
切
に
し
て
い
く

答
東
日
本
大
震
災
か
ら

3
年
を
迎
え
、
標
津
町
を

含
め
全
国
の
自
治
体
は

３
・
11
を
教
訓
に
防
災
・

減
災
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
真
冬
の
厳
し
い

暴
風
雪
（
吹
雪
）
に
も
、

住
民
の
安
心
と
安
全
と
い

う
意
味
で
は
一
歩
一
歩
確

実
に
取
り
組
む
。

問
厳
し
い
冬
、
大
規
模

な
災
害
が
起
き
た
な
ら

ば
、
夏
場
に
比
べ
て
格
段

に
過
酷
な
条
件
が
想
定
さ

れ
る
。
避
難
に
対
す
る

事
態
を
想
定
し
、
災
害
の

訓
練
、
避
難
ル
ー
ト
。
避

難
場
所
な
ど
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
備
え
は
ど

う
な
の
か
。

災
害
対
策
の
再
確
認 道

の
駅
の
必
要
性
に
つ
い
て

住
民
の
安
心
と
安
全
が
一
番

魅
力
作
り
が
必
要

え
て
も
見
直
し
す
る
べ
き

で
は
。

答
標
津
町
と
し
て
は
、

制
度
発
足
時
の
純
粋
に
町

を
応
援
す
る
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
い
く
。
ふ
る
さ

と
応
援
町
民
と
し
て
登
録

し
て
、
毎
月
広
報
し
べ
つ

や
、
ふ
る
さ
と
応
援
町
民

情
報
を
送
付
し
、
標
津
漁

協
、
標
津
農
協
の
鮭
や
ホ

タ
テ
、
バ
タ
ー
の
町
民
還

元
時
に
希
望
者
を
募
っ
て

届
け
て
い
る
。

問
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
施

設
に
客
を
取
り
込
む
た
め

の
道
の
駅
を
設
置
す
る
要

望
書
。
商
店
街
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
複
合
施

設
。
町
民
の
使
い
や
す

い
、
観
光
客
が
満
足
す

る
。
こ
の
二
つ
の
可
能
性

へ
の
議
論
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
る
の
か
。

答
民
間
に
よ
る
主
体
的

な
運
営
体
が
可
能
で
あ
れ

ば
推
進
し
て
い
く
。商
業

施
設
の
議
論
に
も
参
加
す

る
中
で
結
論
を
導
い
て
い

く
。こ
の
二
つ
に
し
て
も
魅

力
作
り
だ
と
思
っ
て
い
る
。

当
町
は
集
客
機
能
が
分
散

し
て
い
る
。考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

町営テニスコート

標津サーモンハウス
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問
人
口
減
少
時
代
に
挑

戦
す
る
「
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
の
子
宝
・
子
育
て
の

政
策
５
事
業
は
、
大
変
素

晴
し
い
事
業
内
容
で
あ
る

が
そ
れ
以
前
の
、
未
婚
化

が
進
む
産
業
後
継
者
に
対

す
る
積
極
的
な
婚
活
支
援

が
強
く
望
ま
れ
る
。
産
業

後
継
者
が
結
婚
し
家
庭
を

築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
、

地
元
産
業
は
継
続
不
可
能

と
な
り
、
定
住
人
口
対
策

の
根
元
を
揺
る
が
し
、
町

問
町
は「
道
の
駅
」に
関

す
る
具
体
案
を
提
示
し
て

い
な
い
が
、「
道
の
駅
」こ

そ
、交
流
人
口
対
策
の
最

た
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
候
補
地
に
関
し
て

は
、
過
去
に
数
箇
所
が
挙

げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の

何
れ
も
諸
事
情
に
よ
り
挫

折
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
予
定
地

と
し
て
、
当
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
サ
ー
モ
ン

科
学
館
の
あ
る
サ
ー
モ
ン

パ
ー
ク
を
推
す
。
更
に
、

昭
和
5４
年
に
建
設
し
、
老

朽
化
の
目
立
つ
北
方
領
土

館
を
併
設
し
、
観
光
交
流

拠
点
と
し
て
、
一
極
集
中

す
べ
き
で
あ
る
（
そ
の
際

最
良
の
経
済
効
果
を
考
慮

し
た
動
線
を
描
く
べ
き
）

　

以
上
、
「
道
の
駅
」
の

構
想
を
提
案
す
る
が
、
町

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

木下　孝 議員

産
業
後
継
者
の
婚
活
支
援
に

専
門
職
員
の
配
置
を
!!

『
道
の
駅
』構
想 

〜「
北
方
領
土
館
」と
併
せ
て
〜

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
に一極
集
中
し
て
は
？

『
婚
活
』を
事
業
と
し
て
捕
え

婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
た
い
が
…

多
面
的
検
討
を
要
す

の
存
亡
の
危
機
に
つ
な
が

る
。

　

そ
の
為
に
は
、
従
前
に

あ
っ
た
「
結
婚
相
談
員
」

的
な
専
門
職
員
を
配
置
し

所
管
と
共
に
、
対
象
者
に

対
し
ビ
フ
ォ
ー
か
ら
ア
フ

タ
ー
ま
で
、
き
め
細
か
な

支
援
を
す
る
事
が
成
婚
率

を
上
げ
る
要
で
あ
る
。

　

是
非
と
も
、
専
門
職
員

の
配
置
を
！！

答
産
業
後
継
者
の
婚
活

支
援
を
事
業
と
し
て
捕

え
、
専
任
の
婚
活
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

適
任
な
る
人
材
に
苦
慮
中

で
あ
る
。

　

平
成
2６
年
度
に
お

答
力
強
い
提
言
を
頂
い

た
が
、
一
極
集
中
し
た
場

合①
町
の
空
洞
化
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
の
で
は
？

②
３
施
設
へ
の
動
線
を
ど

の
様
に
す
る
か
等
、
そ
の

道
の
専
門
家
を
入
れ
て
、

助
言
・
指
導
を
頂
き
な
が

ら
、
多
面
的
検
討
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
。

定住人口対策

交
流
人
口
対
策

標津サーモンパークの全景

 

そ
の
他
の
質
問

⃝�

サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
入

館
者
減
少
の
要
因
は
？

（
Ｈ
23
→
Ｈ
2４
）

⃝�

標
津
町
の
宿
泊
施
設
の

宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
？

い
て
「
産
業
後
継
者

婚
活
支
援
」
と
し
て

１
９
５
万
２
千
円
を
計

上（
25
年
度
は
20
万
円
）

し
、大
手
結
婚
相
談
所「
ツ

ヴ
ァ
イ
」（ 

参
考
資
料 

参

照
）と
の
連
携
事
業
を
企

画
し
て
い
る
。

　

2６
年
度
の
実
施
状
況
を

勘
案
し
、次
年
度
へ
継
承

し
て
い
く
。近年、急速に進む未婚化・晩婚化が少子化の要因のひとつとされる中、地方自治

体では子育て支援に加えて、結婚支援事業にも積極的に取り組まれております。
今年度受託実績を踏まえ、今後、地方自治体と連携して地域に貢献していく
きっかけになるものと考えております。
パーティ・セミナー運営や、恋愛・結婚に関するアドヴァイザリー業務など、
これまで培ってまいりましたノウハウを、地方自治体で結婚支援事業に携わる
方々に提供し、出会いの場作りをサポートいたします。

地方自治体の結婚支援事業サポート
株式会社ツヴァイ
イオンの結婚相談所「ツヴァイ」

地方自治体の結婚支援事業を
ツヴァイがサポートいたします。

結婚相談所「ツヴァイ」 参考資料
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問
当
町
は
、
人
口
漸
減

問
題
を
真
摯
に
捕
え
、
ふ

る
さ
と
新
生
プ
ラ
ン
「
ス

テ
ッ
プ
Ⅱ
」
の
４
つ
の
戦

略
プ
ラ
ン
を
縦
・
横
断

し
、
人
口
減
少
時
代
に
挑

戦
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

(

一
括
政
策)
と
し
て
、
追

加
し
た
。
そ
の
パ
ッ
ケ
ー

吉田　智 議員

遊休町有地《川北市街地区》

ジ
は
４
政
策
20
事
業(

内

10
事
業
が
新
規
事
業)

に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。

　

新
規
事
業
の

※1
①
出
産
祝
い
金
の
給
付

※2
②�

住
宅
取
得
支
援

等
の
事
業
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
、
定
住
・
移
住
促
進
を

答
川
北
市
街
地
区
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、「(

仮

称)

川
北
市
街
地
区
整
備

計
画
策
定
委
員
会
」を
組

織
し
、空
き
家・空
き
地
バ

ン
ク
登
録
者
、売
地
所
有

者
に
考
慮
し
つ
つ
、川
北

市
街
地
区
の
遊
休
町
有

地
の
有
効
利
用
を
、地
域

住
民
と
共
に
検
討
を
重
ね

る
。(

例
え
ば
、現
況
の
ま

ま
で
、遊
休
町
有
地
を
宅

地
と
し
て
、分
譲
し
て
行

く
事
も一つ
の
方
策)

「
人
口
減
少
時
代
に
挑
戦
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
成
果
は

〜
《
川
北
市
街
地
区
》遊
休
町
有
地
の
分
譲
を
〜

未
来
航
路
の
羅
針
盤

「（
仮
称
）川
北
市
街
地
区
整
備
計
画
策
定
委
員
会
」

を
組
織
し
、住
民
と
検
討
を
重
ね
る

〜
川
北
市
街
地
区
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
〜

参考資料

※１ 出産祝い金の給付（第一子５万円・第二子10万円・第三子以降50万円給付）
※２ 住 宅 取 得 支 援（住宅新築�最高300万円補助・中古住宅取得�最高100万円補助）�

計
る
べ
き
。
『
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
成
果
は
、
本
町

の
未
来
航
路
の
羅
針
盤
で

あ
る
』
→
具
体
策
と
し
て

川
北
市
街
地
区
の
遊
休
町

有
地(�

参
考
資
料�

参
照)

を
分
譲
し
て
は
如い

か

が何
か
？

1川北駐在所裏〔川北2460-7〕

2老人憩の家跡地〔川北93-24〕

3川北保育園跡地〔川北63-41〕

4日本ベニヤ跡地〔川北60-80,81〕

5旧川北公営住宅跡地〔川北2462-1〕

319坪 1,056.00㎡

742坪 2,449.36㎡

701坪 2,314.04㎡

482坪 1,590.94㎡

536坪 1,775.00㎡
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平成26年３月10日〜13日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

藤本靖副委員長 石橋昌幸委員長

　

平
成
2６
年
度
標
津
町
一

般
会
計
を
含
む
９
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
、
議
長
を

除
く
10
名
の
議
員
に
よ
り

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
石
橋
昌
幸
委
員
長
・
藤

本
靖
副
委
員
長
）
を
設
置

し
３
月
10
日
か
ら
13
日
の

４
日
間
に
わ
た
っ
て
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
本
会

議
に
お
い
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

事件の番号 事　　件　　名

議案第４号 消費税及び地方消費税の税率改正に伴
う関係条例の整備に関する条例制定

議案第５号 標津町子ども医療費助成条例制定

議案第９号 標津町国民健康保険標津病院設置等に
関する条例の一部を改正する条例制定

議案第21号 平成26年度標津町一般会計予算

議案第22号 平成26年度標津町国民健康保険特別
会計（事業勘定）予算

議案第23号 平成26年度標津町国民健康保険特別
会計（病院事業）予算

事件の番号 事　　件　　名

議案第24号 平成26年度標津町介護保険特別会計
（事業勘定）予算

議案第25号 平成26年度標津町介護保険特別会計
（サービス事業勘定）予算

議案第26号 平成26年度標津町後期高齢者医療特
別会計予算

議案第27号 平成26年度標津町簡易水道特別会計予算

議案第28号 平成26年度標津町下水道特別会計予算

議案第29号 平成26年度標津町金山地域休養施設
等特別会計予算

一 般 会 計	54億1,100万円
７特別会計	21億			385万円
病院事業会計　８億7,128万円総額 83億8,613万円

平成26年度 予算原案可決

〜人口減少時代に挑戦する「政策パッケージ」〜

　「海・山・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町」の実現に向けて、「ふるさと新
生プラン・ステップⅡ」および「政策パッケージ」で掲げた事業の確実な実践を進めます。

平成26年度の主な事業

笑顔あふれる思いやりのあるまちづくり
～福祉・健康・教育の推進による支えあいと人づくり～

活気に満ちた産業・経済のまちづくり
～基幹産業と経済の振興・発展～

安心して快適に暮らせるまちづくり
～環境・防災対策の推進と住民との協働事業による� �
� 快適な定住地域の実現～
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～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践～

54億1,100万円
平成26年度　一般会計予算 対前年比

0.3％増

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 平成26年度 平成25年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 54億1,100万円 53億9,293万円 0.3

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 9億4,424万円 9億4,269万円 0.2

介護保険特別会計（事業勘定） 4億5,743万円 4億2,798万円 6.9

介護保険特別会計（サービス事業勘定）	 2,724万円 3,426万円 ▲20.5

後期高齢者医療特別会計	 1億2,355万円 1億1,808万円 4.6

簡易水道特別会計 2億1,123万円 1億7,006万円 24.2

下水道特別会計	 3億2,343万円 3億4,772万円 ▲7.0	

金山地域休養施設等特別会計	 1,673万円 1,540万円 8.6

特　別　会　計　合　計 21億385万円 20億5,683万円 2.3

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 7億8,877万円 7億2,147万円 9.3
（病院事業） 資本的収支 8,251万円 1億5,074万円 ▲45.3

企業会計合計 8億7,128万円 8億7,221万円 ▲0.1	

総　　　　　　　計 83億8,613万円 83億2,198万円 0.8

　　　　
　　

　
　
　
　
　
　
　
依
存

財
源　　　自主財

源

町税
６億4,995万円
（12.0％）

繰入金
１億518万円
（1.9％）

使用料ほか
２億8,761万円
（5.4％）

地方譲与税ほか
２億2,970万円
（4.2％）
道支出金

３億1,358万円
（5.8％）

国庫支出金
２億6,952万円
（5.0％）

町債
６億2,165万円
（11.5％）

※自主財源　10億4,274万円　（19.3％）
※依存財源　43億6,826万円　（80.7％）

地方交付税
29億3,381万円
（54.2％）

議会費
5,443万円
（1.0％）

総務費
3億8,081万円
（7.0％）

民生費
7億5,472万円
（14.0％）

衛生費
6億6,050万円
（12.2％）

労働費
342万円
（0.0％）

農林水産業費
4億9,944万円
（9.2％）
商工費

1億3,412万円
（2.5％）

土木費
7億9,986万円
（14.8％）

消防費
2億3,948万円
（4.4％）

教育費
4億1,120万円
（7.6％）

公債費
6億3,624万円
（11.8％）

諸支出金
1万円
（0.0％）

職員費
8億2,677万円
（15.3％）

予備費
1,000万円
（0.2％）

「科目別」内訳

歳出
54億1,100万円

町債＝借金 公債費＝返済金 基金＝貯金

「財源別」内訳

歳入
54億1,100万円

でスタート
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年・月・日
氏名

議会名

稗　

貫

吉　

田

藤　

本
南
大　

垣

石　

橋

藤　

巻

木　

下

高　

橋

小　

川

田　

中
Ｈ25.６.11 第２回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.９.18 第３回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Ｈ25.９.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.12.17 第４回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Ｈ25.12.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.３.６

第１回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｈ26.３.７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.３.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【定　例　会】議員11人

年・月・日
氏名

議会名

稗　

貫

吉　

田

藤　

本
南
大　

垣

石　

橋

藤　

巻

木　

下

高　

橋

小　

川

田　

中
Ｈ25.５.14 第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.７.９ 第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【臨　時　会】議員11人

   議員の出欠状況（平成25年度） 出席……○
欠席……×

氏名

年月日

稗　

貫

吉　

田

藤　

本
南
大　

垣

石　

橋

藤　

巻

木　

下

高　

橋

小　

川
Ｈ26.３.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
Ｈ26.３.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
Ｈ26.３.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.３.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

【予算審査特別委員会】委員数10人

氏名

年月日

稗　

貫

吉　

田

藤　

本
南
石　

橋

藤　

巻

木　

下

高　

橋

小　

川
Ｈ25.10.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.10.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.10.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【決算審査特別委員会】委員数９人

氏名

年月日

藤　

巻

大　

垣
南
藤　

本
Ｈ25.４.24 ○ ○ ○ ○

氏名

年月日

木　

下

吉　

田

小　

川

大　

垣

稗　

貫
Ｈ25.５.14 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.６.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.６.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.７.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.８.６ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.９.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.10.17 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.11.１ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.12.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.12.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.１.20 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.２.24 × ○ ○ ○ ○
Ｈ26.３.24 ○ ○ ○ ○ ○

【総務経済常任委員会】委員数５人

氏名

年月日

石　

橋
南
高　

橋

藤　

巻

藤　

本
Ｈ25.５.14 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.６.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.７.19 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.８.12 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.８.27 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.９.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.９.25 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.10.31 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.11.28 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.12.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.１.10 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.２.10 ○ ○ ○ × ○
Ｈ26.２.24 ○ ○ ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員数５人

氏名

年月日

大　

垣
南
石　

橋

吉　

田
Ｈ25.４.16 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.４.22 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.６.11 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.６.21 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.７.９ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.７.19 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.７.24 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.９.18 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.10.17 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.10.24 ○ ○ ○ ○
Ｈ25.12.18 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.１.９ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.１.20 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.１.24 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.２.４ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.３.７ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.３.19 ○ ○ ○ ○

【広報特別委員会】委員４人

氏名

年月日

藤　

巻

大　

垣

小　

川

木　

下

石　

橋
Ｈ25.５.14 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.６.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.９.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.12.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.１.20 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.２.27 ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員数５人

氏名

年月日

稗　

貫

吉　

田

藤　

本
南
大　

垣

石　

橋

藤　

巻

木　

下

高　

橋

小　

川

田　

中
Ｈ25.９.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.11.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】委員数11人

氏名

年月日

稗　

貫

吉　

田

藤　

本
南
大　

垣

石　

橋

藤　

巻

木　

下

高　

橋

小　

川
Ｈ25.４.16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.５.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.６.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.７.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.８.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.８.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ25.９.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【議員定数調査等特別委員会】委員数10人
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第
１
号
を
発
行
に
あ
た

り
、笹
谷
編
集
発
行
人
が

「
こ
の『
議
会
だ
よ
り
』が

多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
愛

し
親
し
ま
れ
、又
、建け

ん

言げ
ん

等

も
頂
い
て
、よ
り
良
い
標

津
町
建
設
の
た
め
に
努
め

て
参
り
た
い
と
念
願
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
」と
述

べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
こ

の
指
針
は
、４６
年
の
星
霜

を
重
ね
、発
刊
１
５
０
号

を
迎
え
た
今
日
に
お
い
て

も
、議
会
広
報
誌
の
不
変

の
信
条
で
あ
り
ま
す
。

　

先
人
の
意
思
を
引
き
継

ぎ
、一
編
集
子
と
し
て
、

「
あ
り
の
ま
ま
に
、分
か
り

易
く
住
民
と
共
に
歩
む
紙

面
づ
く
り
」に
邁ま

い

進し
ん

す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

（
吉
田　

智
）

編集室議
　
　
長
　
田
中　

孝
幸

 

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
垣　
　

勇

副
委
員
長
　
南　
　

憲
治

委
　
　
員
　
石
橋　

昌
幸

委
　
　
員
　
吉
田　
　

智

ワ
イ
ン
の
魅
力

㈲
山
本
商
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
　
山
本
　
祐
一

寄稿

・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

　

ワ
イ
ン
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
ち
ま

す
。

　

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
分
か
る
事
も

多
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
ワ
イ
ン

を
知
る
こ
と
で
ま
す
ま
す
そ
の
奥

深
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

昔
、
そ
れ
ほ
ど
輸
入
ワ
イ
ン
が

流
通
し
て
い
な
か
っ
た
頃
は
ワ
イ

ン
は
飲
む
よ
り
も
本
の
上
で
そ
の

存
在
を
知
る
も
の
で
し
た
。

　

ワ
イ
ン
を
理
解
す
る
た
め
に
本

に
載
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
を
片
っ
端

か
ら
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
ら
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
、

と
う
て
い
出
来
な
い
作
業
の
よ
う

に
も
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

で
も
本
を
繰
る
度
に
そ
れ
ら
の

ワ
イ
ン
に
対
す
る
憧
れ
は
強
く

な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
あ
る
き
っ
か
け
か
ら

輸
入
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
を
扱
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
て
入

荷
し
た
ワ
イ
ン
の
個
性
溢
れ
る
ラ

ベ
ル
を
興
奮
し
な
が
ら
眺
め
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
ら
は
生

産
者
元
詰
め
と
い
う
ワ
イ
ン
で
、

そ
れ
ま
で
飲
ん
だ
こ
と
の
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
桶
買
い
を
し
て
瓶
詰
を

す
る
※
１
ネ
ゴ
シ
ア
ン
物
と
は
別

物
の
よ
う
な
味
わ
い
で
し
た
。
そ

れ
が
生
産
者
と
ワ
イ
ン
の
関
係
に

つ
い
て
考
え
る
最
初
の
出
来
事
で

し
た
。

　

扱
う
ワ
イ
ン
は
ど
ん
ど
ん
ふ
え

て
い
き
、
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
に
対
す

る
理
解
が
深
ま
る
と
共
に
お
気
に

入
り
の
ワ
イ
ン
や
生
産
者
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
そ
れ
ら
の
生
産

者
に
会
い
に
ド
イ
ツ
へ
行
く
機
会

が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
ド
イ
ツ

の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
走
っ
た
時
、

気
候
や
植
生
が
北
海
道
に
似
て
い

る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
で
も
憧
れ

の
ワ
イ
ン
畑
の
景
色
に
出
会
っ
た

時
に
は
感
動
を
憶
え
ま
し
た
。
ひ

た
す
ら
葡
萄
畑
が
続
く
景
色
は
ど

ん
な
観
光
地
よ
り
も
素
晴
ら
し
い

も
の
に
思
え
た
も
の
で
す
。

　

ザ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
駅
に
降
り
る

と
、
ホ
ー
ム
か
ら
線
路
の
向
こ
う

の
丘
の
中
腹
に
ハ
イ
ン
ツ　

ワ
グ

ナ
ー
の
家
が
見
え
ま
す
。
ザ
ー
ル

の
生
産
者
で
豊
か
な
酸
味
と
香
り

の
沸
き
立
つ
強
烈
な
印
象
を
残
す

ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
か
ら
歩
い
て
彼
の
家
に
近
づ

い
て
い
く
と
正
に
あ
の
ワ
グ
ナ
ー

の
表
札
が
見
え
て
き
ま
す
。
家
は

古
い
け
れ
ど
も
重
厚
な
石
造
り
で

す
。
ま
ず
地
下
に
案
内
さ
れ
て
醸

造
設
備
や
セ
ラ
ー
を
見
て
、
熟
成

中
の
タ
ン
ク
か
ら
直
接
試
飲
し
ま

す
。
モ
ー
ゼ
ル
地
方
の
個
人
生
産

者
は
自
宅
と
醸
造
施
設
が
一
緒
に

な
っ
て
い
る
事
が
多
く
、
斜
面
を

利
用
し
て
容
易
に
地
下
の
ワ
イ
ン

セ
ラ
ー
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

セ
ラ
ー
で
の
試
飲
を
終
え
て
居

間
に
案
内
さ
れ
る
と
家
具
な
ど
の

調
度
品
は
１
０
０
年
以
上
経
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
由
緒
あ

る
も
の
で
皆
き
れ
い
に
磨
き
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ワ
イ
ン
リ

ス
ト
に
し
た
が
っ
て
ま
た
ワ
イ
ン

の
試
飲
が
始
ま
り
ま
す
。
ワ
イ
ン

は
、
ク
ー
ベ
ー
ア
ー
か
ら
始
ま
り

後
に
行
く
ほ
ど
グ
レ
ー
ド
が
あ
が

り
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
も
古
い
も
の
に

な
り
ま
す
。

　

私
が
日
本
で
や
っ
て
い
る
ワ
イ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
は
こ
の
時
の
経
験

が
元
に
な
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
イ

ン
を
飲
む
順
序
を
考
え
、
リ
ス

ト
に
し
た
が
っ
て
飲
ん
で
い
く

の
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
。
そ
の
場
が
段
々
盛
り
上
が

る
よ
う
な
リ
ス
ト
を
造
る
の
が

ホ
ス
ト
の
腕
の
見
せ
所
に
な
り

ま
す
。
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
は
一
つ

の
生
産
者
が
辛
口
か
ら
甘
口
、

ま
た
あ
ら
ゆ
る
等
級
の
ワ
イ
ン

を
造
っ
て
い
る
の
で
一
つ
所
で

完
結
し
た
リ
ス
ト
を
造
れ
る
の

も
特
徴
で
す
。
日
本
は
ド
イ
ツ

ワ
イ
ン
の
消
費
量
が
減
っ
て
い

ま
す
が
、
一
流
の
ド
イ
ツ
ワ
イ

ン
は
北
米
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で

根
強
い
需
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
ワ
グ
ナ
ー
家
を
訪
れ
た

当
時
、
一
人
娘
の
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ー
ネ
は
９
歳
で
し
た
。
彼
女

は
ワ
イ
ン
や
ワ
イ
ン
に
関
係
す

る
仕
事
が
好
き
で
、
ワ
グ
ナ
ー

家
の
２
種
類
の
畑
か
ら
ワ
イ
ン

を
飲
ん
で
ど
ち
ら
か
を
見
事
に

当
て
て
い
た
の
に
は
驚
か
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

彼
女
は
現
在
ワ
イ
ン
グ
ー
ト

を
父
か
ら
譲
り
受
け
自
ら
の
ワ

イ
ン
を
造
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
彼
女
ら
し
さ
も
ワ
イ
ン
に

表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
し

か
す
る
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ

は
父
を
超
え
る
醸
造
家
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※１ネゴシアン（仏語　negociant）…卸売人。仲買人。ワイン商

※２編集子☞「子」…�名詞に付けて、その事をもっぱら行う男性の意を表す「編集子」「コラム子」(大辞泉より)

※
２


